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精神科病院内でのリアルな日常のやりとり
で、なおかつ判断に迷うような微妙な場面
ばかりを集めました。グループディスカッショ
ンや研修などの素材としてご活用ください。

《場面例》
①個人的なことをたくさん質問された。
② 活動への参加を促そうと誘ったら、嫌がら
れてしまった。
③言葉が不明瞭で、聞き取れない。
④悲観的な話ばかりをされる。
⑤ 離院の意思を告げられ、「この話は内緒に
してほしい」と言われた。
⑥ 「あなたの実習指導者はひどい。私の悪口
を言いふらしている」と言われた……他3例

特集1

【動画教材】実習前に ！　新人・中途採用者研修用に ！
精神科の患者さんとの関わりで、
判断に迷うビミョーな場面を
「動画」でシミュレーションしよう ！
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特集2
能登地震のメンタルヘルス支援活動
残しておきたい“現場”の人たちの記録
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「行列ができる排便ケア看護師がいるらしい」と武井麻子先生からお
聞きし、いてもたってもいられず西村友希さんを訪ねました。知識や技
術を持ち合わせているだけでなく、患者さんのフィロソフィーにも添う姿
勢、自らの身体感覚をも活かす感性……武井先生との対談も加わっ
て、「これぞ精神看護」という西村さんの実践・目線を読んでいただけ
る特集企画になったのではないかと思います。とにかくかっこいい
……。▶連載「スキゾ小町の貸し出し休耕田」が最終回を迎えまし
た。稀有な体験をご開陳くださる大盤振る舞いと、言葉選びのセンス
に毎回驚かされました。「回復」って何なのか、ご本人が言葉にしてみ
ないとわからないのかもしれない、ということがわかったような気がしまし
た。レギーネさん、本当にありがとうございました！見逃している方はぜ
ひ、まとめて読んでみてください！（米沢）

7月号特集 1のため、3月中旬、神戸にある湊川病院さんをロケ地に
動画を撮影しに参りました。演技者として協力くださったのは、患者さん
を長年ケアしてきた6人の方々。カチンコが鳴ると、のりうつったかのよ
うに役に入れる、その俳優魂に舌を巻きました。精神科病院や患者さ
んのことを過度に恐れることなく、等身大の姿を知ってもらい、人と人と
してコミュニケーションしていってほしいという願いが、この企画として
結実しました。次号もお楽しみに。（石川）

編集後記

＊予定ですので、変更になる場合があります。

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
4 

2026/09/14 00:29:11


